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1 1 明戸小学校

深谷市の偉人
や遺産を生か
した町づくりに
ついて

・深谷市には渋沢栄一など多くの偉人がいますが、明戸地
区にも、富岡製糸場の建設に関わった韮塚直次郎がおり、
日本煉瓦製造株式会社旧煉瓦製造施設もあります。
・今年、富岡製糸場の世界遺産登録が決定となり、今後深
谷の偉人や施設も注目を浴びると思います。
・そこで、市をアピールするため、関連施設や偉人のことを富
岡製糸場で宣伝してはいかがですか。
・また市では、この機会をどのように今後のまちづくりに活か
したいと考えていますか。

・富岡製糸場では、既に深谷の三偉人のパネル展示をして
いただいています。昨年度は、富岡市と共同で「富岡製糸場
と深谷の偉人たち」のパンフレットを作成しました。
・また、「渋沢栄一翁と論語の里」整備活用計画により、郷土
の偉人の業績を明らかにすることや、史跡・文化財を活かし
たまちづくりに取り組みます。
・本年度は「深谷の三偉人まつり」を開催し、渋沢栄一記念
館では企画展を実施しています。
・今後も、関係自治体と協力しながら三偉人や世界遺産を
PRし、まちづくりに活かしていきたいと考えています。

教育部長

深谷を知らない人々
に対して、三偉人を伝
えていくことについて
はどう考えています
か。

【教育部長】
市外の人が集まる会
議や研修、また、他市
へ赴いた時などにパ
ンフレットを配るなどし
て、他市他県にも深谷
を知ってほしいと考え
ています。

2 2 幡羅小学校

深谷市の知名
度を今よりもっ
と上げるため
の取り組みに
ついて

・私は深谷市が大好きなので、もっと他市他県の人に深谷に
ついて知ってもらい、深谷に来てほしいと思っています。
・ふっかちゃんによりテレビなどでも取り上げられ、富岡製糸
場の建設に関わった偉人達についても、ホームページでＰＲ
されていました。
・市では、ＰＲについてこの他にどのような取り組みを行い、
また、どのような予定がありますか。

・富岡製糸場の世界遺産登録やふっかちゃんのおかげで、
深谷市はとても有名になってきています。
・市では、毎月記者会見を行ったり、記者会見の模様の動画
をＨＰに載せたりして、テレビ局や新聞社にＰＲしています。
・「深谷市親善大使」として9名に委嘱し、深谷市をＰＲしてい
ただいています。
・今後も、様々な取り組みでＰＲしていきたいので、議員にも
協力をお願いします。

秘書室長
外国の方に対するＰＲ
はどのように考えてい
ますか。

【秘書室長】
外国語のパンフレット
の作成など検討しな
がら、ＰＲしてまいりま
す。

3 3 深谷小学校
未来を拓く、
ぼくたちの深
谷について

・一昨年から「教育を通して未来を拓くプロジェクト」に取り組
んでおり、産業祭にも参加するなど様々な活動を行い、昨年
は国からキャリア教育優良賞をいただきました。
・産業祭には今年も参加したいと考えています。その中で、
市の産業や特産物、深谷小の取り組みなどをもっと市民に
知ってほしいと思いました。
・そこで、産業祭の前日に市内一斉のＰＲ放送を流すことを
提案します。

・各地域のスピーカーは、原則、災害や市民の命に関わる重
要な事項をお知らせするときに使用しています。
・産業祭などのイベントで放送することはできませんが、広報
誌、ＨＰ、ポスターやメール配信サービスなどの様々な手段
で、できるだけ早くお知らせをしてまいります。
・議員も、お友達や知り合いに紹介していただければと思い
ます。

産業振興部
長

産業祭に外国のかた
が来た場合のため
に、日本語や外国語
のパンフレットを作っ
てもよいですか？

【産業振興部長】
ぜひお願いします。
市としても外国のかた
にも親切に対応してい
きたいと思います。

4 4 桜ヶ丘小学校
深谷ねぎほり
ツアー開催に
ついて

・深谷市はねぎの産地なので、もっと多くの人に知ってもらう
ため「ねぎほりツアー」の開催を提案します。
・農家の人が使う「ねぎほり」という言葉を使い、イチゴ狩りの
ようにねぎをほってもらうものです。
・「ねぎほり」では、畑の近くにねぎ料理専門店を建てるなど
し、その場で収穫した人に食べてもらうと良いと思います。
・この企画で、市が観光客で賑わい、ねぎのおいしさもア
ピールできると思います。

・すでに市内の農家で独自にねぎほり体験を行っていたり、
ねぎほり体験を含めた市内観光ツアーが行われています。
・市としては、それらの取り組みをより広くＰＲしていきたいと
考えています。
・また、収穫体験後、その場でねぎを焼いて食べてもらうなど
の取り組みも行われており、市内の飲食店には積極的にね
ぎを含めた深谷産食材を使ったメニューを提供しているとこ
ろも多くあるので、そういったお店をさまざまな形で紹介して
いきたいと思います。

産業振興部
長
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5 5 大寄小学校
ふっかちゃん
のいる公園づ
くりについて

・ふっかちゃんは全国に知れわたっているので、市内の公園
にもふっかちゃんがいれば、市が明るくなり子どもたちの夢も
広がると考えました。
・例えば、ふっかちゃんをモチーフにした遊具を置いたり、既
存の遊具にペイントをするなどです。ふっかちゃんの家族も
加えればさらに親しみがわきます。
・深谷が元気になり、子どもの夢や笑顔が溢れるまちになる
よう、ふっかちゃんのいる公園づくりをお願いします。

・「ふっかちゃん」をイメージした遊具については、仙元山わ
んぱくランドにふっかちゃんふわふわドームがあり、バッテ
リーカー、変わり種自転車にも利用しています。
・「ひだまりの公園」ドッグラン看板や国済寺「ふれあい公園」
看板にもふっかちゃんが描かれていますが、まだまだ少ない
状況です。
・ふっかちゃんの家族については、現在予定はありません。
・今後、ふっかちゃんを利用した公園を少しづつ増やし、子ど
も達の夢や笑顔が溢れるまちになるよう、ふっかちゃんを活
用した公園づくりを研究してまいります。

都市整備部
長

もしふっかちゃんのい
る公園ができたら、多
くの人が来れるようポ
スターを書くなどしても
よいですか？

【都市整備部長】
ぜひ協力いただけれ
ばありがたいと思いま
す。

6 6 藤沢小学校
広場の活用に
ついて

・私は、市内の公園や集会所などの広い場所を、地域の人
がみなで集まれる場所として利用できないかと考えました。
・例えば、城址公園で行われている花フェスタや産業祭のよ
うな行事を別の場所で行ったり、広場でフリーマーケットなど
を開催すればエコ活動にもなります。
・この広場で、小さい子どもやお年寄りなどが安心して集ま
れれば、地域の交流も深まり、いざというときに助け合える
繋がりができると思います。
・参加してもらうために、私たちが進んで声掛けなどのお手
伝いをしていきたいです。

・各地域で自治会館や公園、運動場などの施設を活用し、地
域住民同士の交流を深めています。
・自治会単位では子供会や夏祭りなどの自主的な事業、公
民館単位では各種スポーツ大会などの交流事業が行われ
ています。
・議員の提案は、災害時などにも助け合える素晴らしい提案
だと思います。
・市では、今後も広場などを活用した交流事業について、地
域の人たちと話し合って進めていきたいと思うので、議員も
積極的に参加し、その際は進んで声掛けやお手伝いをお願
いしたいと思います。

協働推進部
長

7 7 深谷西小学校

わんぱくランド
をふっかちゃ
んランドにし
て、仙元山周
辺を整備して
ほしいことに
ついて

・私は、わんぱくランドをふっかちゃんランドとし、それに合わ
せて仙元山周辺を整備して遊歩道などを作り、誰でも散歩な
どが楽しめる緑あふれる場所が作れたら良いと思います。
・ふっかちゃんランドには、ふっかちゃんの遊具やグッズ販売
のほかイベントも開催し、市内外にふっかちゃんをＰＲできれ
ば、市も栄えると思います。

・わんぱくランドをふっかちゃんランドにすることは、検討した
いと思います。
・仙元山周辺は遊歩道のコースが整備済みです。
・わんぱくランドには自転車などのふっかちゃんの遊具があ
り、売店にふっかちゃんキャッチャーを設置しています。グッ
ズを置けるかどうかは、検討いたします。
・ふっかちゃんと触れ合えるイベントについては、「ふっか
ちゃんバーステーぱーちぃ」を行い、今後もイベントを予定し
ていますので、応援をお願いします。

都市整備部
長

もし公園ができたら、
県外の方へのＰＲは
どうしますか？

【都市整備部長】
深谷はＴＶにもでて有
名になってきていま
す。
このふっかちゃんの人
気を県外にも発信で
きるよう考えてまいり
ます。

8 8 常盤小学校
「災害に強い
深谷市を」に
ついて

・雷、大雪、竜巻などの災害は、深谷市も他人事でなく、今年
の大雪で倒壊したビニールハウスはまだ市内に点在してい
ます。
・そんな中、市内には「活断層」が複数あることを知りました。
・深谷市で直下型地震が起きた場合、どの程度の被害を想
定し、そのための備えをどの程度行っていますか。

・「深谷市地域防災計画」の中で被害の想定をしており、「深
谷断層」で地震が発生した場合、マグニチュード8.0程度、震
度6強と予想されています。
・地震が起きたときの被害については、命を落とされたり大
けがをしたりする人が約1万人、市内の建物9万棟のうち、約
3万棟の建物が半分以上壊れると予想され、さらに避難が必
要となる人は、約5万人と考えられています。
・市内69か所の避難所の整備をはじめ、食べ物、飲料、生活
に必要なもの、防災用の資機材などの備蓄を進めていま
す。
・皆さんも、食べ物の備蓄や避難場所の確認など、「自分の
身は自分で守る」ために災害に備えてください。

総務部長
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9 9 八基小学校
郷土の偉人渋
沢栄一翁につ
いて

・八基地域には、「中の家」や「尾高惇忠生家」など、郷土の
偉人である渋沢栄一翁に関わる場所がたくさんあります。
・富岡製糸場の世界遺産登録が話題になっていることで、最
近はこうした場所に訪れる人が増え、栄一翁は今一番注目
されている時だと思います。
・市では、渋沢栄一翁や尾高惇忠を、具体的にどのように広
めていくのですか。

・「富岡製糸場と絹産業遺産群」の世界遺産登録が決定し、
八基地域はますます注目されると考えられます。
・昨年度「渋沢栄一翁と論語の里」整備活用計画を策定し、
郷土の偉人の業績を明らかにすることや、史跡・文化財を活
かしたまちづくりに取り組みます。
・6月29日には「深谷の三偉人まつり」を実施し、旧渋沢邸
「中の家」や渋沢栄一記念館などで、様々なイベントが行わ
れました。また、記念館では企画展「富岡製糸場と深谷の三
偉人」が開催中です。
・今後も渋沢栄一や尾高惇忠の業績や精神を広めてまいり
ます。

教育部長

10 10 上柴西小学校

地域の人々と
ふれ合う場
「児童館」につ
いて

・上柴地区には子どもがたくさんいますが、保育園などに
通っていない子どもが雨の日に遊べる場所がなく困っている
と聞きました。
・そこで、0歳から18歳までが遊べる「児童館」の建設を提案
します。
・児童館ができれば、年齢の違う子ども達が一緒に遊ぶこと
ができ、お年寄りなど地域の人々とふれ合うこともできます。
・こうした場を作ることで、普段から地域で協力し助け合い、
地域の活性化にも繋がると思います。

・市には各地区に子育て支援センターがあり、小学校入学前
の子供たちが遊んだり、子育ての相談をすることもできま
す。
・キララ上柴のベビールームのほか、公民館にも児童室があ
ります。
・現状として、それぞれの地域に「児童館」を作ることは難し
い状況です。
・深谷市には、他市にはない充実した機能を備えた公民館
があります。こうした公民館や自治会館などを活用し、地域
の活性化に繋げていただきたいと思います。

こども未来
部長

11 11 上柴東小学校
深谷市の国際
交流について

・私は昨年、英会話チャレンジコースと深谷国際塾に参加
し、外国との文化の違いなどを知ることができました。
・この企画がとてもためになると思うので、深谷国際塾を年
間を通し、もう少し増やすことはできないでしょうか。体験短
期留学もあれば良いと思います。
・また、図書館で日本語絵本の読み聞かせを行っています
が、外国の方が外国の絵本を外国語で読み聞かせする機
会をつくってはいかがですか。

・今年度は、「夏休み子ども英会話教室」のチャレンジコース
を「こころざし深谷国際塾」の中に位置付け、同じ日数の中で
内容の充実を図ります。
・短期留学体験については、以前、中学生海外派遣事業を
実施していましたが、成果の広がりが十分ではありませんで
した。
・より多くの子ども達の国際性を育むため、日々の授業や学
校生活の中でＡＬＴの先生とふれあえるよう、ＡＬＴの先生を
増やし、外国語活動の充実に取り組んでいます。
・外国語での読み聞かせは、参加者が未就学児や小学校低
学年の為、内容が難しいと思いますが、外国語で絵本を読
む場合に同じ本を日本語で読むなど、工夫して事業の中で
一度チャレンジしていきたいと考えています。

教育部長

12 12 豊里小学校

渋沢栄一など
の関連施設を
巡る「渋沢
ロード」の設置
について

・富岡製糸場の設立に貢献した渋沢栄一、尾高惇忠、韮塚
直次郎が全国から注目を集めています。
・いま、渋沢栄一などの関連施設は市の北部に集中してい
るので、人の行き来が多い深谷駅近辺にミニ資料館をつくっ
たり、駅から北部へ歩いて歴史を尋ねる「渋沢ロード」をつく
ることを提案します。
・「渋沢ロード」には論語入りオリエンテーリング掲示板を立
てるなどして、深谷を訪れた人が楽しめるまちづくりを進めて
いければと思います。

・深谷市北部には、渋沢栄一ゆかりの施設が多く歩いて巡る
には好条件が揃っており、ウォーキングイベントを折に触れ
て実施しています。
・これらのコースにはオリエンテーリング掲示板などは設置さ
れていませんが、より安全で快適なウォーキングができるよ
う検討してまいります。
・駅前のミニ資料館については、新たな設置は市の財政状
況から難しいですが、電車で深谷駅を降りた方々に市北部
の案内ができるよう研究していきたいと考えています。

教育部長
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13 13 岡部小学校
「岡部駅花い
きいき大作
戦」について

・岡部駅周辺は、深谷駅などに比べ花が少ないので、花を増
やしたいと思います。
・岡部駅の正面（北口）に場所と花を用意していただければ、
自分たちで花を植えたいと考えています。お世話になってい
る地域の方も喜んでくれ、自分たちも達成感が味わえると思
います。
・「岡部駅花いきいき大作戦」と名付け、岡部駅を華やかに
し、みんなで協力して花いっぱいの明るいまちにしたいです。

・市には、小林議員ご提案の「岡部駅花いきいき大作戦」を
支援するアダプト制度というものがあります。
・これは、地域の美化活動を行う団体に対して、市が軍手や
清掃用具などを支給する制度です。
・アダプト団体は、花植えだけでなく水遣りや除草作業など、
月に数回の活動を行って、地域の環境美化に努めていま
す。
・花を植えた後の水やりや除草作業は大変ですが、やりがい
があり、地域の方が喜んでくれたときの充実感はよりひとし
おです。
・市として花を植える場所の提供も考えたいと思います。
・市も支援したいと思いますので、お友達と話し合って前向き
に考えてみてください。

協働推進部
長

14 14 榛沢小学校
深谷市の少子
化対策につい
て

・榛沢小の生徒の人数はとても少なくなっています。今後、子
どもは更に減少していくことから、深谷市は子育てしやすい、
若い世代に魅力ある市であってほしいと思います。
・そこで、「もっとガンバルーム計画」を提案します。
・現在の「ガンバルーム」を発展させ、放課後や日曜日にも
学校で実施し、内容を充実させるため有料化します。地域の
塾の先生に出張いただくのもよいと思います。
・その費用を市が一部負担してくれれば、多くの児童に学ぶ
機会を増やすことができます。
・市は、少子化対策についてどのようにお考えですか。

・「がんばル～ム」は、学校週5日制により、土曜日がお休み
になったことから、有意義に土曜日の午前中を過ごせるよう
実施しています。
・「ちいきの先生」の協力や、放課後の実施は帰宅が遅くなる
ことなど、「がんばル～ム」の実施拡大には課題が多いと考
えています。
・少子化対策として、子育てしやすい魅力ある深谷市にする
ため、保育園や学童保育室の充実や、小中学校の学習環
境整備にも力を入れています。

教育部長

15 15 本郷小学校

図書館への櫛
挽ヶ原の郷土
資料の整備に
ついて

・私の祖父は櫛挽ヶ原の開拓に関わっていました。1946年か
ら開拓が始まり、木を切り、根を掘り、排水路を通しました。
櫛挽ヶ原は、当時の人々の血と汗で開拓した土地です。
・こうしたことを現代の人々に伝えるための櫛挽ヶ原開拓に
関する郷土資料について、図書館における整備状況を教え
てください。

・櫛挽地区の開拓についての資料は、本になっている印刷
物が3点あり、岡部図書館と深谷図書館において、貴重な郷
土資料として架蔵しています。
・貴重なものなので、郷土資料として特別な扱いとしてありま
す。
・議員も、こうした本を参考に櫛挽ヶ原開拓の歴史を調べ、
伝えてください。

※参考
大谷村治　「岡部が原物語」第3巻（岡部図書館）
根橋文武　「櫛挽開拓地の成立と変容」（深谷・岡部図書館）
櫛挽開拓50周年記念誌編纂委員会1995　「櫛挽開拓五十年」
　　　　　　　（深谷・岡部図書館　貸出可）

教育部長

16 16 岡部西小学校

深谷市の輪が
広がる「お助
けデー」への
取り組みにつ
いて

・少子高齢化が進み、地域のお年寄りとの交流も少なくなっ
ています。
・そこで「お助けデー」を広めることを提案します。
・「お助けデー」とは、月に一度、子どもが地域の大人たちの
お手伝いをする日です。積極的に声をかけ、農作業やお年
寄りの家の掃除などを手伝います。
・そうしたことで、交流が生まれ、思いやりの心も持てるよう
になります。みなが優しい心を持つ深谷になれば、たくさん
の人が深谷を好きになってくれると思います。

・市では、立志と忠恕の深谷教育プランのもと、まごころと思
いやりのある子どもたちの育成を目指しています。
・現在、高齢者との交流として、「まごころ訪問」を実施してい
ます。
・「手紙でつむぐありがとうの思い」は7年目を迎え、市内小
中学生や地域の方による手紙を通して、心の交流を図って
います。
・「お助けデー」は、まごころと思いやりの育成の趣旨に沿う
ご提言として受け止めます。
・地域ごとの実態があるので、まずは各学校が現在取り組ん
でいる内容を充実させ、できることから取り組んでいけるよう
支援しながら、「お助けデー」の思いを広めてまいります。

教育部長
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平成２６年度子ども議会（小学生の部）　質問と回答の要旨

17 17 川本北小学校
「深谷市あい
さつ計画」に
ついて

・川本北小では学校全体としてあいさつに取り組み、自然
に、元気にあいさつができるようになったが、地域へのあい
さつはまだできていません。
・そこで、「深谷市あいさつ計画」を提案します。中身は、「あ
いさつタイム」、「あいさつロード」の創設、「挨拶ポスターや
標語を募集」する、各小中学校で「深谷市小中学校あいさつ
プラン」を作り実行することなどです。
・また、市は人と人とをつなぐあいさつの習慣をどのようにお
考えですか。

・市が支援する「深谷市子どもサポート市民会議」という団体
が「3つの運動」である「脱いだ靴をそろえよう」、「ことばを大
切にしよう」、「すすんであいさつしよう」という活動を推進し、
市内に啓発を行っています。
・小中学校や幼稚園、公民館などに「３つの運動」の黄色い
看板を配布しました。
・各学校でも様々な取り組みにより、あいさつへの意識を高
めています。
・市でも、みなが元気に幸せな気持ちで暮らせるような「あい
さつ運動」の取り組みを考えていきたいと思います。

こども未来
部長

18 18 川本南小学校

ふっかちゃん
の人気をあげ
るためについ
て

・川本南小では毎年米作り・田んぼアートに挑戦し、ふっか
ちゃん米の完成に向け頑張っています。
・ふっかちゃんの人気をさらに上げるため、イベントなどでふ
れ合う機会をもっとつくれば、たくさんの人が深谷に集まり、
明るくなると思います。
・そのため、ふっかちゃん米を市を上げて応援してほしいで
す。
・そこで、市として今年度ふっかちゃんをどのように広報して
いくのか教えてください。
・また、私たちも応援したいので、小学生への要望はありま
すか。

・ふっかちゃんは先日4周年を迎え、日々活躍しています。
・今年こそはゆるキャラグランプリで１位を獲得するために、
市役所だけでなく多くの人たちとひとつとなって応援活動を
行うことや、グランプリ参加により市のＰＲや活性化に繋げら
れることを考えながら、広報活動を展開してまいります。
・小学生の皆さんには、ご家族を始めお友達にふっかちゃん
を紹介していただくことや、グランプリ期間中には投票の呼
びかけをお願いします。

協働推進部
長

19 19 花園小学校
深谷市のＣＯ²
削減について

・市内の全小学校にエアコンが設置されましたが、環境面で
はＣＯ²の影響による地球温暖化が気になります。
・そこで、市全体のＣＯ²削減を目指す取り組みを提案しま
す。
・私たちが現在取り組んでいる埼玉県のエコライフＤＡＹの取
り組みを活かし、学校や家庭で実践内容を紹介し合う交流
の場があると良いと思います。
・また、学校ごとのＣＯ²削減量に合わせ市から苗木を配布
し、学校や地域に植える活動もいかがでしょうか。

・エコライフＤＡＹは家族の人も記入できるので、家族で一緒
に取り組むことで、交流ができます。
・この取り組みを、生活の中で意識せずにできるようにするこ
とが重要であり、環境に関する授業などの中で紹介し合うな
ど、環境教育を進めていきます。
・苗木を植える活動については、公園や川辺などに地域が
中心となって植えたり、市や県が道路脇に街路樹を植えたり
しています。苗木以外にも、花を植える活動を行っている地
域や団体もあるので、参加してはいかがでしょうか。
・ＣＯ²削減については、多くの方に環境への意識を持ってい
ただき、小さなことから行動に移していくことが必要なので、
これからもご協力をお願いします。

環境水道部
長
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